








要約 

ビタミンK経口予防投薬によって乳児ビタミンK欠乏症(LHD)による頭蓋内出血が激減した

事を前回までの研究で明らかにしたが,今回はその後の prospective surveillance study

により原因不明の急性頭蓋内出血および慢性硬膜下出血も減少していることが認められた。

原因不明の急性頭蓋内出血は発症日齢が 1 ヵ月にピークがあり,ほとんどの症例が母乳栄

養児であり,凝固検査及び予防投薬を受けておらず,LHD による頭蓋内出血と区別できない

事,および予防投薬の普及によって著減している事から両者はともに LHD によるものと推

定された。分娩およびその後の外傷の既往のない慢性硬膜下血腫が減少した理由は十分説

明できないが,LHDによる急性頭蓋内出血29例中2例がその後,慢性硬膜下血腫をおこして

いる事を考慮すると慢性硬膜下血腫の原因の1つにLHDが考えられ,LHDが予防された結果,

慢性硬膜下血腫も減少した事が推定された。 


